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交通事故ゼロ日吉台めざし

日
吉
台
新
聞
、
事
故
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開

今
年
1
月
19
日
早
朝
、
日
吉
台
至
明
こ
ど
も
園
前
の
交
差
点
で
、
痛
ま
し
い
交
通
死
亡

事
故
が
発
生
し
た
。
現
場
は
、
高
橋
川
沿
い
に
２
本
の
道
路
と
ス
ピ
ー
ド
が
出
や
す
い
急

坂
の
道
路
が
交
差
す
る
信
号
機
が
な
く
以
前
か
ら
重
大
事
故
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い

た
交
差
点
。
日
吉
台
新
聞
編
集
部
で
は
、
事
故
を
契
機
に
事
故
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
交

通
事
故
ゼ
ロ
日
吉
台
」
を
展
開
す
る
こ
と
を
決
め
、
今
後
の
紙
面
で
学
区
か
ら
交
通
事
故

絶
滅
を
願
う
記
事
を
随
時
掲
載
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

学
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
「
交
通
安
全
に
つ
い
て
の

お
願
い
」
と
し
て
、
学
区
内

で
死
亡
事
故
が
発
生
し
た
こ

と
を
取
り
上
げ
、
学
区
民
に

注
意
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
日

吉
台
学
区
内
住
宅
地
に
多
い

急
こ
う
配
の
坂
道
で
の
運
転

に
つ
い
て
視
点
を
あ
て
注
意

点
を
ま
と
め
た
。

日
吉
台
小
学
校
前
を
通
る

中
央
通
り
は
、
日
吉
台
小
北

東
角
の
交
差
点
か
ら
今
回
死

亡
事
故
が
起
き
た
信
号
機
の

な
い
こ
ど
も
園
ま
で
延
長
２

３
０
㍍
、
高
低
差
20
㍍
、
傾

斜
角
約
5
度
の
急
こ
う
配
道

路
。
坂
を
下
り
き
る
と
高
橋

川
を
は
さ
ん
で
25
㍍
の
平
坦

部
の
交
差
点
が
あ
り
、
今
回

は
こ
の
平
坦
部
で
事
故
が
発

生
し
た
。

日
吉
台
は
、
山
間
部
を
切

り
開
い
て
造
成
さ
れ
た
住
宅

地
で
、
こ
の
よ
う
な
急
こ
う

配
道
路
は
、
4
丁
目
バ
ス
停

付
近
、
日
吉
台
診
療
所
前
な

ど
各
所
に
点
在
し
て
い
る
。

急
こ
う
配
道
路
を
車
で
走

る
と
自
然
に
ス
ピ
ー
ド
が
あ

が
る
の
は
当
然
。
同
じ
速
度

で
走
っ
て
い
て
も
平
坦
道
路

と
比
べ
制
動
距
離
は
伸
び
る

の
で
注
意
が
必
要
だ
。
雨
天

で
路
面
が
ぬ
れ
て
い
る
住
宅

地
内
道
路
を
制
限
速
度
の
40

㌔
で
走
行
し
て
い
て
急
ブ
レ
ー

キ
を
か
け
る
と
平
坦
道
路
で

は
約
21
㍍
で
停
止
す
る
の
に

対
し
事
故
が
起
き
た
5
度
の

下
り
坂
で
は
停
止
す
る
の
に

24
㍍
と
制
動
距
離
が
15
％
ほ

ど
伸
び
る
。
さ
ら
に
学
区
内

で
は
違
反
だ
が
速
度
60
㌔
だ

と
同
じ
傾
斜
地
で
は
、
制
動

距
離
は
大
き
く
伸
び
47
㍍
も

走
っ
て
し
ま
う
計
算
結
果
に

な
る
と
い
う
。

現
場
の
交
差
点
の
よ
う
に

下
り
坂
か
ら
平
坦
部
に
変
わ

る
部
分
に
つ
い
て
夜
間
の
運

転
に
つ
い
て
も
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
は
注
意
喚
起
。
車
の
ヘ
ッ

ド
ラ
イ
ト
は
、
車
の
保
安
基

準
で
ロ
ー
ビ
ー
ム
で
40
㍍
、

ハ
イ
ビ
ー
ム
で
約
100
㍍
照
射

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
車
が
下
り
坂
を
下

り
き
り
平
坦
部
へ
差
し
掛
か

る
と
平
坦
部
の
交
差
点
は
、

車
か
ら
見
る
と
逆
に
上
り
坂

に
見
え
、
極
端
に
ヘ
ッ
ド
ラ

イ
ト
の
照
射
範
囲
が
短
く
な

り
、
歩
行
者
な
ど
が
夜
間
歩

い
て
い
る
と
発
見
遅
れ
に
つ

な
が
る
と
い
う
。

車
だ
け
で
な
く
歩
行
者
に

対
し
て
も
交
通
ル
ー
ル
を
守

り
、
安
全
な
通
行
を
求
め
て

い
る
。

夜
間
車
か
ら
の
ヘ
ッ
ド
ラ

イ
ト
で
照
ら
さ
れ
て
も
運
転

者
は
、
歩
行
者
に
気
づ
い
て

い
な
い
こ
と
も
多
く
、
夜
間

や
薄
暮
な
ど
見
通
し
の
悪
い

時
に
は
、
目
立
つ
服
装
で
の

通
行
、
帽
子
や
靴
な
ど
に
反

射
テ
ー
プ
の
着
用
も
有
効
と

い
う
。
た
ま
に
、
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
や
散
歩
な
ど
で
歩
道
が

あ
る
の
に
車
道
を
歩
い
て
い

る
人
も
み
か
け
る
が
、
歩
道

が
設
置
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

は
、
必
ず
歩
道
を
通
行
す
る

よ
う
歩
行
者
に
も
交
通
安
全

ル
ー
ル
の
徹
底
を
呼
び
掛
け

て
い
る
。

学
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
注
意
呼
び
か
け

死

亡

事

故

が

発

生

し

た

交

差

点

の

傾

斜

図

同じスピードで走っていても傾斜地では、制動距離は

伸びる

夜間傾斜地の道路を下りてくると平坦部の交差点では

極端にヘッドライトの照射範囲が短くなる

事
故
現
場
で
ス
ピ
ー
ド
取
り
締
ま
り

事
故
防
止
対
策
会
議
も

交
通
死
亡
事
故
を
重
視
し

た
大
津
署
、
大
津
市
、
学
区

自
治
連
合
会
、
学
区
の
関
係

各
種
団
体
は
２
月
７
日
、
事

故
現
場
の
こ
ど
も
園
前
の
交

差
点
で
、
事
故
再
発
防
止
対

策
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い

を
行
っ
た
。

ま
た
、
大
津
署
は
、
２
月

25
日
、
事
故
現
場
の
こ
ど
も

園
前
で
、
レ
ー
ザ
ー
取
り
締

ま
り
機
に
よ
る
速
度
取
り
締

ま
り
を
行
な
っ
た
・

現
場
の
話
し
合
い
で
は
、
地

元
か
ら
信
号
機
の
設
置
や
車

両
の
制
限
速
度
の
強
化
な
ど

の
対
策
、
見
通
し
改
善
策
、

安
全
な
横
断
を
促
す
対
策
な

ど
の
対
策
案
が
だ
さ
れ
た
。

こども園前で行なわれるスピード取り締まり。左上は、

取り締まりを告知する看板
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湖
西
道
路
4
車
線
化
拡
幅
工
事
に
伴
う
騒
音
対

策
の
遮
音
壁
の
設
計
案
が
出
来
あ
が
り
1
月
27
日
、

日
吉
台
市
民
セ
ン
タ
ー
で
、
国
土
交
通
省
滋
賀
国

道
事
務
所
に
よ
る
説
明
会
が
行
わ
れ
た
。
説
明
会

に
は
、
学
区
自
治
連
合
会
の
丸
山
郁
夫
会
長
、
学

区
湖
西
道
路
騒
音
対
策
特
別
委
の
北
海
彰
委
員
長
、

市
川
事
務
局
長
ら
が
出
席
し
た
。

説
明
会
で
国
は
、
先
に
行
っ

た
騒
音
測
定
結
果
が
国
の
環

境
基
準
の
規
制
値
を
超
え
て

い
な
い
こ
と
を
根
拠
に
、
４

丁
目
東
区
域
を
通
る
湖
西
道

路
で
、
当
初
計
画
通
り
道
路

の
り
面
角
1
㍍
の
と
こ
ろ
に

支
柱
を
建
て
高
さ
３
㍍
の
遮

音
壁
を
設
置
。
支
柱
の
両
サ

イ
ド
1
㍍
幅
を
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
固
め
る
。
遮
音
壁
は
銀

白
色
の
ア
ル
ミ
製
に
な
る
と

い
う
。
工
事
の
さ
い
、
現
在

植
え
ら
れ
て
い
る
樹
木
は
伐

採
、
大
津
市
と
の
境
界
に
あ

る
フ
ェ
ン
ス
も
一
時
撤
去
の

予
定
。
1
丁
目
南
地
域
に
つ

い
て
は
、
既
存
の
遮
音
壁
が

あ
り
、
国
は
、
４
車
線
開
通

後
も
環
境
基
準
を
満
た
す
と

し
て
新
た
な
工
事
は
実
施
し

な
い
方
針
を
改
め
て
示
し
た
。

工
期
は
、
３
か
月
か
ら
半
年

間
を
予
定
し
て
い
る
。

工
事
開
始
に
あ
た
り
、
地

元
と
し
て
、
４
車
線
化
工
事

完
成
後
、
改
め
て
沿
線
で
騒

音
測
定
、
基
準
値
を
超
え
る

こ
と
が
あ
れ
ば
、
遮
音
壁
の

か
さ
上
げ
工
事
な
ど
の
追
加

対
策
工
事
の
実
施
と
遮
音
壁

外
側
に
樹
木
の
植
栽
を
求
め

た
。
こ
れ
に
対
し
、
国
側
は

開
通
後
の
追
加
工
事
に
つ
い

て
は
、
善
処
す
る
こ
と
を
約

束
し
て
い
る
と
い
う
。

日
吉
台
学
区
の
東
端
を
南

北
に
走
る
湖
西
道
路
坂
本
北

Ｉ
Ｃ
ー
真
野
Ｉ
Ｃ
間
、
６
・

６
㌔
は
、
現
在
上
下
２
車
線

で
開
通
し
て
い
る
が
、
観
光

シ
ー
ズ
ン
や
朝
夕
の
ラ
ッ
シ
ュ

時
に
は
車
両
が
集
中
し
交
通

渋
滞
の
常
習
地
。
南
行
き
は

雄
琴
Ｉ
Ｃ
、
北
行
き
は
坂
本

Ｉ
Ｃ
を
先
頭
に
渋
滞
が
多
発
、

沿
線
住
民
か
ら
早
期
の
４
車

線
化
が
望
ま
れ
て
い
た
。

工
事
は
、
現
在
の
湖
西
道

路
東
沿
い
の
琵
琶
湖
側
に
新

た
に
２
車
線
を
整
備
、
３
㍍

の
中
央
分
離
帯
を
は
さ
ん
で

上
下
７
㍍
、
幅
20
・
５
㍍
の

４
車
線
道
路
と
な
る
。
４
車

線
化
完
成
後
の
通
過
交
通
量

を
1
日
4
万
７
２
０
０
台
と

想
定
し
て
い
る
。
４
車
線
化

が
完
成
す
る
と
、
真
野
Ｉ
Ｃ

か
ら
藤
尾
南
ラ
ン
プ
ま
で
通

常
24
分
か
か
っ
て
い
た
も
の

が
14
分
と
最
大
で
10
分
短
縮

す
る
と
国
交
省
滋
賀
国
道
事

務
所
で
は
み
て
い
る
。

今
年
も
学
区
に
桜
植
樹

「
日
吉
台
に
１
０
０
本
の

桜
植
樹
計
画
」
を
進
め
る
日

吉
台
花
と
緑
の
会
（
北
海
彰

会
長
）
は
、
２
月
24
日
、
昨

年
に
続
き
各
丁
の
児
童
公
園

愛
護
会
な
ど
に
ジ
ン
ダ
イ
ア

ケ
ボ
ノ
桜
な
ど
の
桜
の
苗
木

38
本
を
配
布
。
２
月
か
ら
３

月
初
旬
に
か
け
各
児
童
公
園

な
ど
で
準
備
が
進
め
ら
れ
地

元
の
手
で
植
樹
が
行
わ
れ
る
。

植
樹
計
画
が
す
す
め
ら
れ

て
い
る
ジ
ン
ダ
イ
ア
ケ
ボ
ノ

桜
は
、
花
は
淡
紅
色
の
一
重

咲
き
の
中
輪
。
東
京
都
立
神

代
植
物
公
園
に
原
木
が
あ
り
、

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
よ
り
花
色
が

濃
く
、
て
ん
ぐ
巣
病
に
か
か

り
に
く
く
日
本
花
の
会
で
は
、

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
後
継
品
種

と
し
て
栽
培
奨
励
し
て
い
る
。

こ
の
桜
は
、
県
緑
化
推
進

会
が
、
関
西
み
ら
い
銀
行
緑

と
水
の
基
金
か
ら
寄
贈
を
受

け
、
日
吉
台
花
と
緑
の
会
が

配
布
を
受
け
た
も
の
。

昨
年
配
布
、
植
樹
さ
れ
た

苗
木
は
42
本
。
高
橋
川
の
河

川
敷
や
児
童
公
園
な
ど
に
植

え
ら
れ
た
。
1
丁
目
南
地
区

で
は
、
配
布
さ
れ
た
桜
を
日

吉
台
小
に
新
入
学
す
る
新
1

年
生
の
た
め
に
入
学
記
念
植

樹
し
て
い
る
。
今
年
配
布
さ

れ
る
桜
は
ジ
ン
ダ
イ
ア
ケ
ボ

ノ
桜
36
本
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

2
本
。
う
ち
15
本
が
日
吉
台

小
に
配
布
さ
れ
、
卒
業
生
15

人
が
校
庭
に
卒
業
記
念
植
樹

を
行
う
。

夏
ま
つ
り
、
人
材
と
ア
イ
デ
ア
募
集

夏
ま
つ
り
実
行
委
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
化
を
計
画
す
る
学
区
自

治
連
合
会
は
、
新
し
い
夏
ま

つ
り
を
創
造
す
る
ア
イ
デ
ア

と
人
材
を
学
区
民
か
ら
募
る

こ
と
を
決
め
、
募
集
チ
ラ
シ

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す

る
と
と
も
に
各
丁
を
通
じ
住

民
回
覧
す
る
。

募
集
す
る
の
は
、
自
分
や

所
属
す
る
団
体
が
行
う
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
み
ん
な
に
見
て
欲

し
い
人
、
出
店
し
た
い
、
サ

ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
支

援
、
新
し
い
形
で
参
加
し
た

い
人
、
団
体
な
ど
。
も
ち
ろ

ん
従
来
の
夏
ま
つ
り
に
参
加

し
て
い
た
人
、
団
体
の
継
続

参
加
も
歓
迎
し
て
い
る
。

参
加
希
望
の
個
人
、
団
体

は
代
表
者
の
氏
名
、
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
、
電
話
、
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
披
露
、
出
店
、
支
援

ス
タ
ッ
フ
な
ど
の
参
加
区
分
、

参
加
人
数
、
参
加
内
容
を
書

き
、
各
丁
の
組
長
、
自
治
会

役
員
に
提
出
す
る
。
ま
た
、

右
２
次
元
コ
ー
ド
の
学
区
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
夏
ま
つ
り
参
加

エ
ン
ト
リ
ー
」
メ
ニ
ュ
ー
か

ら
も
直
接
応
募
す
る
こ
と
も

で
き
る
。
締
め
切
り
は
３
月

末
。

空
き
家
対
策
委
の
活
動
報
告

学
区
空
き
家
対
策
委
員
会

は
、
令
和
３
年
度
の
対
策
委

の
活
動
報
告
を
ま
と
め
、
学

区
自
治
連
合
会
の
定
例
役
員

会
で
報
告
し
た
。
対
策
委
の

３
年
度
の
活
動
は
、
令
和
４

年
３
月
末
ま
で
続
く
が
、
実

質
の
活
動
は
、
３
年
12
月
に

終
え
て
お
り
、
活
動
を
ま
と

め
た
。

対
策
委
は
、
例
年
月
に
1

回
、
月
末
の
週
に
委
員
会
を

開
催
し
て
い
る
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
禍
で
11
月
ま
で
委
員
会

開
催
を
中
止
、
デ
ル
タ
株
に

よ
る
感
染
症
が
落
ち
着
い
た

11
月
30
日
に
再
開
し
た
。

対
策
委
で
主
な
活
動
と
し

て
取
り
組
む
「
空
き
家
見
守

り
隊
」
の
Ａ
プ
ラ
ン
、
空
き

家
外
観
の
見
守
り
活
動
、
Ｂ

プ
ラ
ン
の
空
き
家
の
軽
微
な

維
持
、
清
掃
活
動
な
ど
Ａ
プ

ラ
ン
、
Ｂ
プ
ラ
ン
と
も
コ
ロ

ナ
禍
に
も
か
か
わ
ら
ず
21
軒

の
空
き
家
所
有
者
と
連
絡
を

取
り
な
が
ら
活
動
を
継
続
さ

せ
て
い
た
。

こ
の
う
ち
、
Ｂ
プ
ラ
ン
で

は
、
延
べ
12
回
出
動
、
６
軒

の
空
き
家
住
宅
で
家
屋
の
小

修
理
、
雑
草
除
去
な
ど
の
作

業
を
行
っ
た
。

住
宅
で
の
空
き
ガ
レ
ー
ジ

の
あ
っ
せ
ん
事
業
で
は
、
問

い
合
わ
せ
3
件
、
賃
貸
で
２

件
の
成
約
が
あ
っ
た
。

湖
西
道
路
４
車
線
化
、

遮
音
壁
の
設
計
案
で
き
る

高
さ
３
㍍
、
工
期
は
、
３
か
月
か
ら
半
年

４東

遮
音
壁
が
設
置
さ
れ
る
４
東
地
区
の
湖

西
道
路
沿
い
。
自
治
連
に
示
さ
れ
た
遮

音
壁
設
計
案
（
右
）

日
吉
台
小
で
は
、
卒
業
記
念
植
樹

昨年の桜植樹（４東の11号公園で）


